
前
回
の
季
刊
誌
で
は
、
２
階

へ
と

建
設
が
進
ん
で
い
る
段
階
で
し
た
が
、

と
う
と
う
５
階
ま
で
工
事
が
進
み
ま

し
た
。
５
階
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設

が
済
み
、
屋
上
階
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

金

コ
テ
押
さ
え
が
完
了
し
ま
し
た
。

内

部

で

は
、

内

壁

を

左

官

補

修

さ

れ
綺

麗

に
処

理

が

な

さ

れ

て
お

り
ま
す
。

６
月

１３
日

に

は
、
建

物

全
体

の

コ
ン

ク
リ
ー
ト
建

設

工
事

が
無

事

に
終
了
し

た
と

い

つヽ
こ

と

で
、

上
棟

式

が
厳
修

さ

れ

ま

し

た
。

棟
札
を
掲
げ

ま
し
て
厳
か
に
執

り

行

わ

れ

ま

し

た
。

そ

の
後

は
、

近
所

の
子
ど
も
さ

ん

向

け

に

餅

ま

き

。
お
菓
子
ま
き

を
行

い
ま
し
た
。

予
定

で
は
秋
に

は
、
５
階
建

て
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
付
き

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

で
持
続
可
能
な
新

納
骨
堂
が
完
成

い

た
し
ま
す
。

・

▲

口

ｍ

開

四

曰

▼

・

本
山
で
毎
年
春
に
執
り
行
わ
れ

る
立
教
開
宗
法
要
、
今
年
は
ち
ょ

う
ど
立
教
開
宗
８
０
０
年
の
年
で

し
た
。
宗
祖
親
鸞
聖
人
は
、
み
教

え
を
広
め
る
べ
く
関
東

へ
赴
い
た

２
歳
の
時
、
『顕
浄
土
真
実
教
行

証
文
類
』
略
し
て

『教
行
信
証
』

の
執
筆
を
始
め
ら
れ
、
そ
の
年
を

浄
土
真
宗
で
は
立
教
開
宗
の
年
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
▼
実
は
親
鸞

聖
人
自
身
は
新
し

い

一
宗
を
起

こ
す
気
は
全
く
な
か
つ
た
方
で
し

た
。
既
に

一
宗
独
立
を
掲
げ
ら
れ

た
浄
土
宗
に
対
し
て
浄
土
真
宗
と

し
て
掲
げ
る
気
も
な
く
、
親
鸞
聖

人
が
執
筆
さ
れ
た
お
書
物
で
も
、

浄
土
真
宗
と
記
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
師
で
あ
る
法
然
浄
土
宗

の
教
義
を
よ
り
強
調
す
る
意
味
で

用
い
ら
れ
て
い
た
程
度
で
あ
り
ま

し
た
。
▼
し
か
し
そ
の
後
、
親
鸞

聖
人
が
お
亡
く
な
り
に
な

っ
た
時

代
に
入
り
、
親
鸞
聖
人
の
教
え
を

よ
り
広
め
る
べ
く
、
宗
祖
親
鸞
聖

人
の
み
教
え
を
仰
ぐ

こ
ホ
と
し
て

「
浄
土
真
宗
」
は

（
一
時
期
は

一

向
宗
と
し
て
）
誕
生
し
た
の
で
あ

り
ま
し
た
。
▼
親
鸞
聖
人
の
お
書

物

『教
行
信
証
』
に
は
、
「
大
無

量
寿
経
、
真
実
の
教
・浄
土
真
宗
、

真
実
の
教
を
顕
す
。
」
そ
し
て

『浄

土
文
類
衆
砂
』
に
は

「論
家

・
宗

師
、
浄
土
真
宗
を
開
き
て
、
濁
世
、

邪
偽
を
導
か
ん
と
な
り
。
」
と
著

一部
写
一具
提
供

一竹
内
工
務
店

　

さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

02010熊本県くまモン

熊本県 SDGs登録事業者
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熊
本
教
区
慶
讃
法
要

（親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年

・
立
教
開
宗
８
０
０
年
）

６
月
１９
日
（水
）
熊
本
城
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
０
人
を

超
え
る
参
加
者
で
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
が
満
席
と
な
り
ま
し
た
。

覚
法
寺
か
ら
は
２７
名
の
参
加
で
、
慶
讃
法
要
に
は
、
住
職
さ
ん
と
坊
守

さ
ん
も
出
勤
さ
れ
ま
し
た
。

ジ
ャ
ン
シ
ョ
ウ
イ
エ
ン
さ
ん
の
二
胡
の
演
奏
も
見
事
で
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
落
語
会

５
月
１２
日
に
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
ご
誕
生
か
ら
８
５
１
年
の
法
要
―
『降
誕

会
圭
日
楽
法
要
』
並
び
に
５
年
ぶ
り
に

『落
語
会
』
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

覚
法
寺
の
坊
守
さ
ん
が
オ
ル
ガ
ン
を
担
当
し
、

オ
ル
ガ
ン
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
音
楽
法
要

『宗
祖

降
誕
奉
讃
法
要
』
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後

引
き
続
き

『落
語
会
』
の
寄
席
で
し
た
。

落
語
家
は
覚
法
寺
で
は
初
と
な
る
熊
本
ご
出
身

の
お
二
人
さ
ま
、
桂
竹
紋
師
＆
香
り
家
鉄
扇
師
で

し
た
。
熊
本
ネ
タ
も
飛
び
出
し
非
常
に
楽
し
い
ひ

と
時
を
ご
提
供
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

今
年
の
司
会
進
行
は
仏
壮
の
青
木
敬
さ
ん
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

お
帰
り
に
は
、
お
茶
菓
子
を
お
持
ち
帰
り
解
散

と
な
り
ま
し
た
。

.<a,>. .l, i.a,>, rar iiarlr <>.<i)>, <.>..a|, 
-.i-r, -.<-r, -.rar, 

a> iia>,



覚法寺仏教婦人会

4月 1日 より新年度が始まり、暮らしに関係する新しい制度が導入され、私たちの身の

周りで様々なことが変わりました。コロナ禍以前よりも活発になってまいりました。

=○
例会 ・̈4月 16日

|'「花まつり」に関連付けて、『お釈迦さま』のお話をしました。

○宗祖降誕会法要 (5月 12日 )

10時 より音楽法要 (坊守によるオルガン伴奏)

※西洋音楽を依用したおつとめ

10時半より嘗 材絞師 (お江戸落語)、 答り豪 豪嵩師 (社会人落語)

熊本出身のお二方による落語会を5年ぶりに開催しました。

お参りに来られた皆さまの笑顔が印象的でした。

○熊本教区 。本願寺別院

親鸞聖人誕生 850年・立教開宗 800年慶讃法要 (6月 19日 )

熊本城ホールにて勤修され、2000人以上の熊本教

区内463カ 寺の僧侶・寺族・門信徒の皆さまがご法要

のご勝縁に遇われました。

覚法寺住職は、法要での墳語の援界讐、坊守は雅楽

の演奏で参加致しました。

*「記念法話」田中 信勝師 (佐賀教区北山組最勝寺)

/特命布教講師

*「記念行事」菫 税 師 /二胡演奏&ト ーク

」Ｌ

懲
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春
の
子
供
会

４
月
５
日
（金
）
に
覚
法
寺
に
て
春
の

子
供
会
を
し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
の
日
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、

‐５
人
の
子
供
た
ち
が
参
加
し
、
餅

つ
き
な
ど
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

子
ど
も
だ
け

で

は
な
く
、
地
域
の
大

人

の
方

々
や
覚
法

寺

の
ご
門
徒
さ
ん

も

一
緒

に
参
加
さ

れ

て
と

て
も
賑

や

か
な
会

に
な
り
ま

し
た
。

木
原
稔
さ
ん
と
記
念
撮
影

６
月
１６
日
、
お
父
様
の
法
事
に
帰
熊
さ

れ
、
覚
法
寺
の
納
骨
堂
を
見
に
来
ら
れ
ま

し
た
。
ち
ょ
う
ど
居
合
わ
せ
た
子
供
た
ち

と

一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

木
原
さ
ん
は
、
個
人
的
に
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
関
心
が
深

く
、
食
用
油
の

回
収

に
よ
る

再
利
用

の
燃

料

で
走
る
車

を
使

っ
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

旧
納
骨
堂
か
ら
新
納
骨
堂
ヘ

６
月
１３
日
に
新
納
骨
堂
の
上
棟
式
が

終
わ
り
、
■
月
に
は
納
骨
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
落
慶
式
や
納
骨
開
始
の
日

程
は
、
決
ま
り
次
第
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
現
在
納
骨
堂
に
入
っ
て
お
ら
れ
る
方

で
、
未
だ
お
寺
に
連
絡
さ
れ
て
い
な
い
方

は
早
急
に
お
寺
の
方
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
必
要
な
い
物
は
お
持
ち
帰

り
く
だ
さ
い
。
新
納
骨
堂
に
移
ら
れ
る
方

は
、
そ
れ
ま

で
に
冥

加
金

の
納
入
の
件
宜

し
く
お
願

い
致
し
ま

す
。

ど
う
ぞ
お
参
り
く
だ
さ
い

▼
八
月
六
日
（火
）

夏
の
子
ど
も
会

（キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
）

今
年
も
日
帰
り
だ
け
ど
、
江
津
湖
で
水

遊
び
、
地
蔵
ま
つ
り
（九
町
内
協
賛
）
、

お
や
つ
も
あ
る
よ
。

▼
八
月
十
六
日
（金
）

歓
喜
会
（孟
蘭
盆
会
）

※
午
後

一
時
よ
り
、
無
量
寿
堂

・
納
骨
所

で
お
盆
の
法
要
。
一
時
三
十
分
よ
り
、

本
堂
に
て
法
要

・
法
話
。

※
覚
法
寺
で
は
、
七
月
か
ら
、
八
月
十
六

日
ま
で
、
お
盆
の
お
参
り
を
い
た
し
ま

す
。
特
に
初
盆
を
迎
え
ら
れ
る
方
は
、

早
め
に
お
寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
九
月
十
八
日
（水
）

千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要

（東
京

・
国
立
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
）

詳
し
く
は
、
覚
法
寺
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

木原稔防衛大臣と子供たち

寺院仏具修復・納骨堂設計・施工
保教用具専F:店〉 仏壇・仏具・修復・修理

③ お罐のイφ)卜 孝
〒860-0073熊本市西区島崎 5丁 目4-37

(三軒屋バス亭前)

庫女096(359)7720

趣味の写真集や自分史を

作つてみませんか ?
1冊よりお作 り致 します。
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